
PCC100G2 発売 PCC100Gから大幅に性能、機能UP

①  制御安定性向上
１パターンのPID値、都度、チューニング操作が必要

→ 自動で最適PIDへのオートチューニングを実施
→ ソーク時、安定時のPID値を自動切換え
→ 加熱時のコンディション変化、加熱機器の性能変化 など諸条件を

加味したオートチューニングの実施

設定温度

加熱スタート

PIDの設定値は１パターン

従来機種

設定温度

加熱スタート

ソーク時のPID
より早く目標値に到達

新機種

安定時のPID/より安定したPID

ソークと安定時
のPIDを自動切換え
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② プロセス、加熱機器コンディション変化の対応
１パターンのPID値、都度、チューニング操作が必要

→ 加熱時のコンディション変化、加熱機器の性能変化 など諸条件を
加味したオートチューニングの実施

ワークA ワークB

・異なるワーク（熱負荷）

・変化する加熱機器（劣化など）

常に自動AT
で最適PIDに設定

加熱プロセスの最適化

加熱機器の性能維持
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③ 定置制御タイプでありながら簡易プログラム運転が可能

設定温度

Ｃ．降温レート
の設定

Ｂ．加熱時間の設定

A．昇温レート
の設定

Ａ~Ｂの設定が可能です。保存可能なパターンは１種類のみです。
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